
例 】

感
蕊
灘
．
斑
。
識
・

基
本
設
計
を
決
め
る

今
回
の
客
船
は
、
性
能
・
品

質
と
も
世
界
最
高
と
し
、
当
所

の
実
力
を
世
界
に
認
め
て
も
ら

う
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
設
計
、
現
場
を
は
じ

め
、
船
管
、
資
材
、
営
業
な
ど

長
船
の
総
力
を
結
集
し
、
さ
ら

魯
毎、
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ま
ず
万
全
な
体
制
づ
く
り

世
界
最
高
の
客
船
を
め
ざ
し
て

当所にとって50年ぶりの

客船建造となった日本郵船

向け豪華クルーズ客船「ク

リスタル・ハーモニー」。

このコーナーでは，世界

一の客船造りをめざす長船

マンたちに毎月登場して頂

き，仕事のポイントや苦

労，喜びなどを披露しても

らう。今月はキ､ソクオフの

体制づくりについて。

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な

広
範
囲
な
共
同

作
業
を
強
力
に

推
進
す
る
た

め
、
副
所
長
、

船
設
部
長
は
じ

め
、
関
係
各
部

の
責
任
者
を
メ

ン
バ
ー
と
す
る

推
進
会
議
を
定

期
的
に
開
催

に
長
研
と
全
面
的
に
協
力
し
な

が
ら
建
造
に
取
組
む
必
要
が
あ雲

へ

毒

蓉
船
建
造
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
が
見
守
る
中
で
、
本
船
の
建
造

一
に
乗
客
の
安
全
で
す
。
浸
は
ま
さ
に
「
天
魔
試
合
」
で
す
。

水
、
火
災
は
も
ち
ろ
ん
小
さ
な
ぜ
ひ
、
長
船
は
ホ
ー
ム
ラ
ン
を

怪
我
も
出
さ
ぬ
よ
う
細
心
の
注
叩
き
出
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
し
、
日
程
、
性
能
、
品
質
、
．
討
し
、
問
題
点
の
早
期
発
見
、

ｒ

ス
ト
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
面
を
検
対
策
実
施
と
万
全
の
体
制
で
建

r

／
。
。
⑳
⑳
④
②
①
意
を
払
っ
て
い
ま
す
．
次
が
住

み
心
地
で
、
騒
音
・
振
動
ゼ
ロ

ま
さ
に
天
覧
試
合
で
動
揺
も
感
じ
ら
れ
ぬ
船
を
め

で
動
揺
も
感
じ
ら
れ
ぬ
船
を
め

患

ア
ノ

客船建造のスムーズな展開をはか

るため， あらゆる角度から検討が

加えられる （客船プロジェクト室）

造船設計部

部長

鈴木孝雄

宇
・
二
冨
夕
・
●
二
・
ロ
ー
弓
堅
今
・
全
量
ユ
言
二
三
二

造
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

私
の
仕
事
は
、
基
本
設
計
の

と
り
ま
と
め
で
す
。
船
の
長

さ
、
幅
な
ど
の
主
寸
法
を
決

め
、
必
要
な
船
速
、
快
適
な
乗

り
心
地
を
実
現
す
る
船
型
を
決

め
、
万
一
の
面
突
、
火
災
時
に

人
命
を
守
る
配
置
の
決
定
が

主
な
仕
事
で
す
。
万
が
一
に
も

失
敗
は
許
さ
れ
ず
、
責
任
の
重

さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
な
が

ら
、
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

ざ
し
て
い
ま
す
。
室
内
装
飾
は

高
級
か
つ
華
や
か
な
雰
囲
気
を

砿
し
出
す
よ
う
に
、
ま
た
、
機

器
は
全
て
ノ
ー
ト
ラ
ブ
ル
に
仕

上
げ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

世
界
中
の
ク
ル
ー
ズ
関
係
者
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船
主
と
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
入
り

詳
細
な
仕
様
が
検
討
さ
れ
る

|設 計’計

凡又
曼同

船
主
と
の
折
衝
も

客
船
の
設
計
は
、
図
面
作
成

の
他
に
、
船
主
や
メ
ー
カ
ー
と

の
折
衝
、
仕
様
・
性
能
・
配
置

検
討
、
重
量
管
理
が
あ
り
ま
す
。

園
欧
州
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
連
携
プ
レ
ー

世
界
最
高
の
イ
ン
テ
リ
ア
に

、

クルーズ客船は， そ

の乗心地とともに，船

体のスタイルの美しさ

や各部屋の内装も重要

なポイントになる。

「クリスタル・ハーモ

ニー」はヨーロッパか

らトップデザイナーを

採用し，世界最高レベ

ルのグレードをもつ客

船としての素晴しい設

計がまとまった。

今月は「設計」を担

当した人の声を紹介す

る｡

・密

船装設計課

主任

森 和義
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本
船
の
設
計
の
特
徴
は
、
海

外
の
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ナ
ー

と
の
連
携
プ
レ
ー
が
必
要
な
こ

と
で
す
。
他
船
同
様
、
建
造
中

の
現
場
と
の
打
合
せ
、
各
機
器

の
テ
ス
ト
立
会
も
重
要
で
す
。

私
達
の
仕
事
は
、
繊
装
設
計

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
守
備
範

囲
は
広
く
、
甲
板
・
救
命
・
諸

管
・
空
調
の
各
装
置
並
び
に
塗

装
、
内
装
、
総
合
臓
装
図
を
所

掌
し
て
い
ま
す
。
客
船
で
は
、

内
装
の
比
重
が
極
め
て
高
く
、

か
つ
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

床
面
積
は
旧
倍
以
上

伽
も
の
客
室
と
シ
ョ
ー
ラ
ウ

ン
ジ
な
ど
の
公
室
の
面
積
は
、

合
計
２
万
派
以
上
も
あ
り
、
西

万
ト
ン
タ
ン
カ
ー
の
扣
倍
以
上
に

も
な
り
ま
す
。
事
前
検
討
、
仕

全
世
界
の
ク
ル
ー
ズ

フ
ァ
ン
が
注
目

多
く
の
人
が
乗
る
客
船
で
は

地
気
推
進
シ
ス
テ
ム
を
始
め
、

空
調
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
ト
ラ
ブ

ル
が
あ
っ
て
は
乗
客
の
不
評
と

な
り
ま
す
。
予
想
さ
れ
る
あ
ら
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■
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■
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■
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△
■
亜
■
■
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■
Ｌ
■
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△
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■
■
■
■
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■
■
ｒ
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『
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造船設計部

次長

福島昭二

様
確
定
の
た
め
に
モ
ッ
ク
ァ
ッ

プ
（
実
寸
大
模
型
）
を
製
作

し
、
そ
の
完
成
状
態
は
船
主
か

ら
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

デ
ザ
イ
ナ
ー
や
外
国
機
器
メ

ー
カ
ー
と
の
対
応
で
は
、
相
手

国
と
の
時
差
も
あ
り
、
夜
も
仲

々
息
を
抜
け
ぬ
状
況
で
し
た

が
、
持
前
の
パ
ワ
ー
と
粘
り
で

乗
り
き
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ゆ
ろ
ケ
ー
ス
を
考
え
、
問
題
が

起
き
な
い
よ
う
検
証
を
徹
底
し

て
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

も
う
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

客
室
と
公
室
の
イ
ン
テ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
・
内
装
に
つ
い
て
、
世

界
中
の
ク
ル
ー
ズ
客
か
ら
、
最

も
魅
力
あ
る
最
高
級
レ
ベ
ル
の

船
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

全
世
界
の
ク
ル
ー
ズ
フ
ァ
ン

が
こ
の
船
を
注
目
し
て
い
ま

す
。
完
成
の
暁
に
は
、
当
所
の

名
が
客
船
建
造
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

大
き
な
地
歩
を
占
め
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
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長
研
で
は
、
世
界
一
の
豪
華

客
船
を
目
指
し
た
技
術
検
討
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

推
進
性
能
に
関
係
す
る
水
面
下

形
状
は
も
ち
ろ
ん
、
水
面
上
の

形
状
も
客
船
と
し
て
の
美
し
い

イ
メ
ー
ジ
を
そ
こ
な
う
こ
と
な

く
、
波
か
ら
の
衝
螺
を
小
さ
く

す
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
多
層
の
甲
板
と
、

窓
の
多
い
上
部
椛
造
を
配
慮
し

た
強
度
検
討
や
バ
ウ
ス
ラ
ス
タ

ー
、
２
つ
の
可
変
ピ
ッ
チ
プ
ロ

’長
研
の
技
術
を
発
揮

研究

静
か
で
揺
れ
な
い
快
適
な
船
に

陸
上
の
ホ
テ
ル
な
み
の
静
粛
さ

振動研究室

本田 巖

ペ
ラ
、
２
つ
の
舵
と
い
う
組
合

わ
せ
に
よ
る
操
船
性
の
向
上
、

更
に
は
媒
煙
が
舞
い
降
り
な
い

煙
突
形
状
、
プ
ー
ル
や
風
呂
の

水
を
暴
れ
さ
せ
な
い
工
夫
な
ど

も
必
要
で
す
。

防
振
防
音
が
最
重
要

中
で
も
、
快
適
な
生
活
環
境

を
実
現
す
る
防
振
防
音
対
策
は

最
も
亜
要
な
課
題
で
す
。
本
船

の
客
室
の
騒
音
は
、
新
幹
線
の

車
内
の
騒
音
（
刀
デ
シ
ベ
ル
）

よ
り
釦
デ
シ
ベ
ル
も
低
い
印
デ

シ
ベ
ル
、
振
動
レ
ベ
ル
は
４
”

／
Ｓ
で
、
騒
音
・
振
動
共
に
陸

上
の
ホ
テ
ル
な
み
の
静
調
性
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
国
内
で
初
め
て
大
型
舶
用

主
機
関
の
弾
性
支
持
を
採
用

し
、
プ
ロ
ペ
ラ
の
ハ
イ
・
ス
キ

船
舶
技
術
の

集
大
成
に
／
，

海
の
豪
華
ホ
テ
ル
と
い
え
る

客
船
の
基
本
条
件
は
、
世
界
中

を
巡
っ
て
荒
れ
た
海
で
も
安
全

に
、
予
定
通
り
に
連
航
す
る
能

力
で
す
。
し
か
も
お
客
様
に

ユ
ー
化
な
ど
に
よ
り
、
起
振
力

を
低
減
し
ま
し
た
。
更
に
客

室
、
公
室
に
は
浮
床
や
制
振
材

を
採
川
し
防
振
に
努
め
て
い
ま

、
。
⑳
⑳
④
②
①

口
長崎研究所

次長

武隈克義

は
、
動
揺
や
振
動
脳
音
の
少
な

い
快
適
な
生
活
環
境
を
提
供
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

長
研
で
は
、
推
進
性
能
を
決

め
る
船
の
形
状
や
推
進
装
侭
、

安
全
運
航
に
必
要
な
柵
造
強
度

や
操
船
装
置
、
快
適
な
斑
塊
を

得
る
た
め
の
減
揺
フ
ィ
ン
や
振

動
騒
音
対
策
な
ど
、
世
界
一
の

客
船
を
め
ざ
し
て
多
岐
に
わ
た

る
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

本
船
は
長
研
の
船
舶
技
術
の
集

大
成
、
新
展
開
で
あ
り
、
世
界

の
階
舞
台
で
活
躍
す
る
こ
と
を

確
信
し
て
い
ま
す
。

す
。

ま
た
、
劇
場
、
ジ
ム
、
デ
ィ

ス
コ
な
ど
の
娯
楽
施
設
か
ら
発

生
す
る
騒
音
や
エ
レ
ベ
ー
タ
、

バ
ス
、
ト
イ
レ
な
ど
の
生
活
設

州
か
ら
の
振
動
、
騒
音
に
も
長

研
の
防
振
防
音
技
術
を
発
押
し

て
、
長
船
に
協
力
し
て
い
ま

す
。



客
室
は
６
種
類
伽
室
も

「
ク
リ
ス
タ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
」

に
は
６
種
類
伽
室
も
の
客
室
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
膨
大
な
数
の
客
室
を
作

る
前
に
、
そ
の
デ
ザ
イ
ン
が
ど

の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
か
、

客
室
の
実
寸
大
模
型
（
モ
ッ
ク

ァ
ッ
プ
）
を
実
際
に
作
っ
て
み
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司
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冒
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雷，

船舶計画課

主任

田中徳実

実
物
大
の
容
室
を
試
作

家
具
か
ら
配
管
ま
で
本
物
で
検
証

て
事
前
に
検
証
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
室
内
の
家
具

な
ど
だ
け
で
な
く
、
バ
ス
ル
ー

ム
回
り
の
配
管
に
い
た
る
ま
で

実
際
の
物
を
使
っ
て
客
室
を
試

作
し
、
機
能
的
な
チ
ェ
ッ
ク
を

含
め
問
題
点
を
す
べ
て
明
確
に

し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

数
回
に
わ
た
る
改
良
の
の
ち

今
年
２
月
、
６
種
類
す
べ
て
の

モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
完
成
し
、
船

主
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
及
び
関
係
者

か
ら
「
世
界
最
高
級
レ
ベ
ル
の

客
室
モ
ッ
ク
ァ
ッ
プ
」
と
太
鼓

判
を
押
さ
れ
ま
し
た
。

試作（客室）

世
界
一
の
蒙
華
客
船
造
り
を
め
さ
す
長
船
マ
ン

に
、
失
敗
は
許
さ
れ
な
い
。
「
ク
リ
ス
タ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
」
の
建
造
に
先
立
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
部
門
で
試

作
と
事
前
検
証
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
今
月
は

客
船
の
目
玉
と
も
言
え
る
客
室
の
試
作
を
担
当
し
た

人
の
声
を
紹
介
す
る
。

心
楽
し
く
快
適
な
客
室
に

ク
ル
ー
ズ
客
船
は
、
乗
客
に

船
上
に
い
る
間
の
生
活
す
べ
て

こ
の
モ
ッ
ク
ァ
ッ
プ
を
も
と

に
し
て
、
９
月
か
ら
第
一
ド
ッ

ク
の
本
船
で
客
室
造
作
工
耶
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
工
作
部
、

施
工
業
者
と
力
を
合
わ
せ
て
、

股
高
級
レ
ベ
ル
の
客
室
を
完
成

さ
せ
る
た
め
、
内
装
担
当
者
一

同
の
挑
戦
が
続
き
ま
す
。

。
。
⑳
⑳
④
②
①

霞
､醤

造船設計部長

平井 哲

’ を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
頂
く
の
が

目
的
で
す
。
基
本
的
な
生
活
空

間
で
あ
る
客
室
や
公
室
は
、
そ

こ
に
い
る
だ
け
で
心
楽
し
く
、

快
適
だ
と
感
じ
ら
れ
る
も
の
で

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
多
く
の
関

係
者
に
見
て
頂
き
、
配
置
、

色
彩
、
素
材
な
ど
、
試
作
を

繰
返
し
た
上
で
決
定
し
ま
し

た
。
ク
リ
ス
タ
ル
ハ
ー
モ
ニ

ー
は
世
界
一
素
晴
し
い
ク
ル

ー
ズ
船
と
し
て
、
必
ら
ず
や

世
界
の
ク
ル
ー
ズ
フ
ァ
ン
の

期
待
に
応
え
て
く
れ
る
で
し

よ
ち
っ
。

客宝のモックアッブ（実寸大模型）での事前検証 ！
≦

宮
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海
外
に
延
べ
皿
日
も

「
ク
リ
ス
タ
ル
ハ
ー
モ
ニ

ー
」
の
資
材
は
、
半
分
を
欧
米

各
国
か
ら
輸
入
し
、
そ
の
物
量

は
加
フ
ィ
ー
ト
コ
ン
テ
ナ
剛
本

余
り
に
達
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
コ
ン
テ
ナ
を
集
め
る
と
、
本

館
ビ
ル
胴
フ
ロ
ア
を
埋
め
尽
く

。
』
、
。
二
初
亨
Ｌ
Ｊ
、
。
』
里
－
て
刀
ｆ
２
Ｅ
■
下
り
ｆ
‐
・
ニ
ヨ
；
Ｅ
ｆ
ｌ
目
雪
争
兎
〃
§
・
呂
毎
言
ｏ
ｊ
Ｉ
１
二
言
画
Ｉ
ｐ
イ
辿
二
】
言
、
イ
ー
呈
言
・
少
、
’
三
』
一
・
。
，
’
’
二
三
言
‘
り
く
些
三
』
”
：
Ｊ
１
９
画
三
言
・
Ｊ
１
‐
呂
三
一
。
。
ｂ
イ
、
呂
三
吉
・
Ｊ
１
２
Ｅ
旨
Ｄ
い
く
８
三
言
：
ｆ
１
二
昌
冒
；
１
聖
三

鶴
●

造船購買課

主任

斉藤洋一

欧
米
か
ら
大
量
に
輸
入

高
品
質
の
機
器
や
家
具
な
ど

| 資材調達す
ほ
ど
の
膨
大
な
量
に
な
り
、

単
一
工
事
と
し
て
は
過
去
に
例

が
無
い
壁
で
す
。

こ
の
海
外
調
達
に
当
り
、
私

た
ち
７
人
の
資
材
マ
ン
が
設
計

部
員
と
ペ
ア
を
組
ん
で
、
延
べ

Ⅷ
日
を
超
え
る
現
地
折
爾
を
重

ね
ま
し
た
。
更
に
、
４
人
の
専

任
検
査
員
が
、
半
年
以
上
欧
州

に
駐
在
し
て
、
品
質
管
理
に
万

全
を
期
し
ま
し
た
。

欧
米
の
知
恵
も
吸
収

私
た
ち
は
今
回
の
輸
入
を
通

客
船
の
資
材
は
、
建
造
コ
ス
ト
の
実
に
４
分
の
３

を
占
め
る
。
こ
の
資
材
の
調
達
が
客
船
造
り
の
大
き

な
ポ
イ
ン
ト
の
ひ
と
つ
・
タ
イ
ム
リ
ー
に
且
つ
廉
価

に
、
高
品
質
の
素
材
・
機
器
・
家
具
調
度
類
な
ど
を

調
達
し
、
製
造
現
場
に
提
供
す
る
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
る
。
今
回
は
海
外
現
地
な
ど
で
こ
の
仕
事
を

担
当
し
た
人
の
声
を
紹
介
す
る
。

し
て
、
単
に
客
船
建
造
の
機
材

を
調
達
し
た
の
み
な
ら
ず
、
欧

米
人
先
達
が
長
年
培
っ
た
数
多

く
の
知
恵
を
同
時
に
手
に
入
れ

た
の
で
す
。
そ
し
て
、
お
客
様

に
十
分
満
足
し
て
頂
け
る
快
適

な
空
間
を
創
造
す
る
の
で
す
。

こ
の
知
恵
袋
の
果
た
す
役
割
は

大
変
大
き
く
、
当
所
は
も
と
よ

り
客
先
・
取
引
先
繁
栄
の
一
助

と
な
る
本
物
の
「
福
袋
」
で
あ

る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

今
月
末
の
進
水
は
、
連
日
深

夜
に
ま
で
及
ん
だ
現
地
折
面
の

苦
労
を
癒
す
と
共
に
、
家
族
共

々
感
慨
ひ
と
し
お
の
感
が
し
ま

す
。

「
夢
ひ
ら
く
豪
華
客
船
秋
潮

に
（
母
作
）
」
。

雨
の
横
浜
港
大
桟
橘
で
、
日

本
郵
船
の
豪
華
客
船
鎌
倉
丸

。
。
⑳
⑳
④
②
①

客
船
今
昔

資材部長

染木策人

（
浅
間
丸
同
型
）
出
帆
を
見
叩

送
っ
た
。
戦
前
、
４
才
の
頃
峰

の
、
数
少
な
い
鮮
明
な
記
憶
一一

の
一
つ
で
あ
る
。

印
年
後
に
、
同
じ
日
本
郵
一

船
の
豪
華
客
船
用
資
材
州
品
劃

と
い
う
一
世
一
代
の
豪
華
絢
咋川

燗
な
買
物
の
責
任
者
を
勤
め
｛

て
い
よ
う
と
は
、
あ
の
時
、
鳴
叩

り
報
く
ド
ラ
の
音
、
舞
い
飛
峰Ⅱ

ぶ
テ
ー
プ
の
興
蒋
の
巾
で
、
一

夢
想
だ
に
し
な
か
っ
た
が
。
叩一

瞬
一
三

亭
昨
駝
吋
吋
ヤ
ヅ
ー
‐
・
雌
・
一
斗
岬
岬
睡
州
岬
州
州
州
酬
州

擬
朴
Ⅶ
椰
痢
川
Ⅲ

｛lⅡI
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＝

現
場
が
安
全
で
楽
な
よ
う
に

ｰ

＝

現図課

主任

森 顕

＝

＝

幸

膨
大
な
情
報
を

早
く
正
確
に
提
供

現
図
課
の
作
業
は
、
設
計
図

に
現
場
の
施
工
法
を
折
込
み
、

一
品
ご
と
の
船
体
部
材
を
作
る

た
め
の
情
報
を
現
場
に
提

醗
供
す
る
こ
と
で
す
。

製
客
船
は
、
鉄
板
が
薄
い

動
こ
と
と
部
材
が
多
い
こ
と

媚
に
加
え
、
壁
や
デ
ッ
キ
の

中
順
装
用
の
穴
が
膨
大
な
数

姻
に
お
よ
ぶ
の
が
特
徴
で

謝
す
。
こ
の
た
め
、
品
質
の

附
糀
度
を
確
保
す
る
た
め
、

娠
部
材
の
製
作
情
報
は
全
て

船
砥
算
機
で
処
理
し
、
切
断

客
は
盃
み
の
出
な
い
Ｎ
Ｃ
プ

’現図・生産技術

客
船
の
デ
ザ
イ
ン
、
設
計
が
決
ま
る
と
、
現

場
の
工
事
の
方
法
を
盛
込
ん
だ
詳
細
設
計
が
行

わ
れ
る
。
タ
ン
カ
ー
な
ど
と
違
っ
て
、
船
内
を

巡
る
パ
イ
プ
、
電
線
、
空
調
ダ
ク
ト
や
、
そ
れ

ら
を
通
す
壁
や
デ
ッ
キ
の
穴
な
ど
は
膨
大
な
数

に
な
る
。
現
場
の
工
事
が
ス
ム
ー
ズ
に
運
ぶ
た

め
、
設
計
と
の
中
継
役
と
し
て
ひ
と
き
わ
重
要

な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
あ
る
現
図
、
生
産
技
術
の
担

当
者
の
声
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。

パ
イ
プ
は
タ
ン
カ
ー
の

５
倍
、
電
線
は
扣
倍

最
新
設
伽
と
豪
華
な
イ
ン
テ

リ
ア
を
誇
る
客
船
、
一
方
そ
の

ラ
ズ
マ
と
し
ま
し
た
。

更
に
、
旧
万
ピ
ー
ス
（
溺
万

ト
ン
タ
ン
カ
ー
の
２
倍
）
に
も
お

よ
ぶ
部
材
の
怖
報
を
、
誤
り
な

く
日
程
通
り
に
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

す
る
こ
と
に
、
全
力
を
傾
注
し

ま
し
た
。新

工
法
を
次
々
と
開
発

生技内業課

主任

磯部素雄

口
機
能
を
支
え
る
パ
イ
プ
は
西
万

ト
ン
タ
ン
カ
ー
の
５
倍
、
電
線

は
旧
倍
、
空
調
ダ
ク
ト
は
如
倍

も
の
物
迅
で
船
全
域
に
張
り
巡

ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
遠
の
仕
事
は
、
設
計
図
を

基
に
現
場
工
作
法
を
立
案
し
、

製
作
図
や
取
付
図
な
ど
の
詳
細

設
計
を
行
う
こ
と
で
す
。

ら
の
成
果
が
建
造
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
順
調
な
進
捗
と
い
う
成
果

に
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
部
材

切
断
直
前
の
変

更
に
対
し
て

も
、
設
計
憎
報

を
先
取
り
し
、

現
場
が
安
全
で

楽
な
作
業
が
で

き
る
よ
う
、
現

図
段
階
で
図
面

折
込
み
に
徹
し

て
き
ま
し
た
。

設
計
・
現
場

と
細
か
い
連
拠

も
重
ね
、
そ
れ

空
調
ダ
ク
ト
の
取
付
状
況
を
現
場
で
検
証

す
る
生
産
技
術
と
現
場
担
当
者

印
年
振
り
の
客
船
建
造
と
い

う
こ
と
も
あ
り
設
計
、
現
場
が

一
丸
と
な
っ
て
幾
度
と
な
く
検

討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
船
殻

薄
板
工
法
、
パ
イ
プ
接
続
法
の

改
善
、
窓
ガ
ラ
ス
の
地
上
取
付

け
な
ど
多
く
の
新
工
法
を
開
発

し
ま
し
た
。

更
に
、
建
造
中
も
現
場
へ
出

向
き
、
現
場
が
う
ま
く
進
ん
で

い
る
か
、
品
質
は
大
丈
夫
か
な

ど
万
全
を
期
し
て
き
ま
し
た
。

無
事
進
水
を
終
え
長
崎
港
に

浮
か
ん
だ
客
船
、
こ
れ
は
私
た

ち
の
技
術
と
総
意
の
結
晶
で

す
。
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価
個
の
ブ
ロ
ッ
ク

内
組
課
は
鋼
板
の
加
工
、
ブ

ロ
ッ
ク
の
組
立
・
瓶
装
・
溌
装

を
担
当
す
る
朏
場
で
、
客
船
の

実
寸
大
模
型
で
事
前
検
証

課
長
郎

係
一

組
三
栄

溶
野

内
組
内

全
ブ
ロ
ッ
ク
棚
佃
の
う
ち
棚
側

の
製
作
を
受
け
持
ち
ま
し
た
。

容
船
は
い
か
に
盃
み
の
少
な

い
ブ
ロ
ッ
ク
を
作
る
か
、
膨
大

な
並
の
服
装
品
を
、
短
工
期
の

巾
で
い
か
に
手
際
よ
く
取
り
付

け
、
予
定
通
り
に
次
工
粍
に
渡

す
か
が
最
大
の
課
題
で
し
た
。

盃
み
を
最
少
に
す
る
モ
デ
ル

ブ
ロ
ッ
ク
で
の
工
作
法
や
先
行

|ブロック製作 ’

客
船
は
、
お
客
様
に
「
美
し
い
船
だ
／
，
乗
っ
て
み

た
い
」
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
、
ま
ず
外
観
を
美
し
く

仕
上
げ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
薄
い
鉄
板
、
短
い

工
期
な
ど
の
厳
し
い
条
件
下
で
、
多
数
の
船
体
ブ
ロ

ッ
ク
を
高
い
品
質
で
美
し
く
工
程
通
り
に
完
成
さ
せ

た
内
組
課
、
長
浜
工
作
課
の
担
当
者
の
声
を
紹
介
し

よ
う
。

実寸大のテストフロックで、窓の取付け
や吊上けなどの事前検証がくり返された

シ
ワ
は
絶
対
に
禁
物

長
浜
工
作
課
は
、
艦
艇
建
造

の
薄
板
技
術
を
見
込
ま
れ
、

砿
装
襲
賦
の
躯
前
検
証
、
大
組

立
工
場
の
一
部
を
服
装
工
場
へ

変
更
、
デ
ッ
キ
ブ
ロ
ッ
ク
の
二

交
枠
勤
務
に
よ
る
生
産
、
雌
脈

を
越
え
た
応
援
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
加
え
て
「
ド
ッ
ク
搭
栽

日
は
一
日
た
り
と
も
遊
ら
せ
な

い
」
「
招
栽
耐
前
ま
で
地
上
で

や
れ
る
も
の
は
全
部
や
っ
て
や

る
」
と
い
う
全
山
の
強
い
意
欲

貴
婦
人
の
顔
を
担
当

砕
砕
鶏
鈴
諏

課
長
寛

作
係

エ
ニ
ー

浜
作
ｊ

長
工
古

「
白
い
灘
川
人
の
顔
」
に
当
た

る
、
窓
付
外
板
ブ
ロ
ッ
ク
を
中

心
に
、
外
廻
り
ブ
ロ
ッ
ク
の
製

作
を
担
当
し
ま
し
た
。

「
尚
川
人
の
顔
に
シ
ワ
は
絶

対
禁
物
」
で
す
。
そ
の
た
め
、

専
用
細
立
定
雛
、
板
継
ぎ
の
拘

束
化
、
瀦
接
の
装
例
化
に
よ
る

小
脚
長
（
３
哩
な
ど
、
徹
底

し
た
外
板
盃
み
の
抑
え
込
み
錐

と
必
死
の
取
り
組
み
が
、
予
想

を
は
る
か
に
上
回
る
成
果
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。

長
崎
港
に
浮
か
ぶ
口
い
船
体

は
、
内
紺
課
の
持
つ
底
力
の
証

と
秘
か
に
卿
画
し
て
ま
す
。

こ
れ
か
ら
が
正
念
場

平
成
元
年
９
月
加
日
午
前
９

時
印
分
、
予
定
通
り
真
白
な
船

体
が
ゆ
っ
く
り
と
動
き
出
し
、

。
。
⑳
⑳
①
②
①

造船工作部長

岡野正巳

と
、
外
板
而
に
付
く
多
迅
の
窓

ガ
ラ
ス
に
対
し
、
窓
枠
溶
接
時

の
シ
ー
ル
材
焼
批
防
止
箙
、
ガ

ラ
ス
而
の
保
謹
節
、
ブ
ロ
ッ
ク

反
低
時
の
ガ
ラ
ス
の
破
損
防
止

箙
な
ど
、
テ
ス
ト
ブ
ロ
ッ
ク
で

徹
底
検
証
し
ま
し
た
。
更
に
作

業
の
地
上
化
を
拡
大
し
、
全
客

韮
の
窓
、
ベ
ラ
ン
ダ
の
取
付
及

び
砿
装
ま
で
済
ま
せ
、
外
板
ブ

ロ
ッ
ク
を
製
品
と
し
て
完
成
さ

せ
ま
し
た
・

結
果
は
内
外
関
係
者
の
高
い

評
価
を
Ⅸ
い
て
い
ま
す
。
終
雌

の
工
軽
の
山
も
、
全
員
の
必
死

の
努
力
で
克
服
し
、
一
日
も
遅

洲
な
く
ブ
ロ
ッ
ク
を
送
り
出
せ

た
邪
で
、
私
述
の
零
船
造
り
の

感
激
は
一
咽
深
い
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

長
船
に
と
っ
て
印
年
振
り
の
超

豪
硴
蒋
船
が
長
崎
港
へ
浮
か
ん

だ
。
「
さ
す
が
長
船
」
と
お
ほ

め
の
簡
錐
″
昨
年
か
ら
の
蛎
前

検
討
、
研
修
会
等
々
の
努
力
の

紡
果
「
玉
の
よ
う
な
娘
の
子
」

が
生
れ
た
が
、
淑
女
に
育
て
あ

げ
る
の
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。

今
川
未
の
試
走
、
来
存
の
試
迎

砿
に
向
け
て
総
力
結
集
し
頭
張

ろ
う
。
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防
歪
バ
イ
ブ
ル
を
作
成

外
船
課
は
第
一
ド
ッ
ク
で
の

ブ
ロ
ッ
ク
播
載
・
船
体
溶
接
・

塗
装
と
、
進
水
後
の
船
装
・
内

装
・
運
転
調
整
・
引
渡
し
ま
で

の
Ｍ
力
月
の
工
事
を
担
当
し
ま

す
。

ド
ッ
ク
建
造
中
の
最
大
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
船
体
ブ
ロ
ッ
ク
総

数
Ｍ
個
を
い
か
に
計
画
ど
お
り

「
こ
の
手
で
浮
か
し
た
」
の
手
応
え

進
水
に
万
感
溢
れ
る
思
い

己

外業船装課

外業係長

最上修

］
搭
栽
し
て
い
く
か
、
膨
大
な
搬

装
品
を
ブ
ロ
ッ
ク
搭
栽
に
合
わ

せ
て
祇
込
む
か
で
し
た
。
川
ト
ン

門
型
ク
レ
ー
ン
な
ど
、
６
基
の

ク
レ
ー
ン
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

細
か
く
調
整
し
、
運
搬
経
路
を

決
め
る
な
ど
、
物
流
シ
ス
テ
ム

を
作
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果

「
遅
れ
ゼ
ロ
」
と
い
う
驚
異
的

な
記
録
を
達
成
し
ま
し
た
。

も
う
１
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

板
厚
５
｜
こ
り
の
鋼
板
の
歪
み
の

克
服
で
す
。
実
物
大
の
テ
ス
ト

ブ
ロ
ッ
ク
を
造
り
、
取
付
・
溶

接
の
順
序
、
脚
長
３
ミ
リ
溶
接

の
検
証
を
重
ね
、
歪
み
を
出
さ

な
い
工
法
を
考
え
「
防
歪
パ
イ

ドック建造･進水

ド
ッ
ク
で
の
建
造
で
は
、
数
多
く
の
ブ
ロ
ッ
ク
を

計
画
ど
お
り
搭
載
し
、
歪
み
の
な
い
綺
麗
な
船
体
に

仕
上
げ
る
．
こ
と
が
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
薄
い

鋼
板
、
短
い
工
期
な
ど
の
厳
し
い
条
件
の
中
で
、
美

し
い
船
体
を
建
造
し
、
無
事
進
水
さ
せ
た
外
船
課
の

担
当
者
の
声
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。

ブ
ル
」
な
る
小
冊
子
を
作
り

（
全
員
必
挑
）
、
工
法
の
統
一

を
図
り
ま
し
た
。
盃
取
り
は
技

術
と
経
験
の
喪
ろ
仕
事
で
、
課

内
に
は
熟
練
者
が
少
い
た
め
、

各
課
か
ら
の
応
援
者
を
新
規
に

教
育
し
、
７
万
平
方
牌
に
の
ぼ

る
而
祇
を
わ
ず
か
知
人
で
浦
化

し
、
「
バ
イ
ブ
ル
は
真
理
な

り
」
を
立
証
し
ま
し
た
。

９
月
に
入
り
、
数
度
の
進
水

予
伽
会
誌
を
附
き
、
万
全
を
期

し
て
進
水
を
迎
え
ま
し
た
。
９

月
犯
日
早
朝
か
ら
進
水
作
業
を

開
始
、
計
画
吃
水
ど
お
り
で
浮

上
、
ゆ
っ
く
り
と
ド
ッ
ク
を
出

て
い
く
真
っ
白
な
船
体
を
見
守

り
な
が
ら
、
外
業
の
総
力
を
結

集
し
建
造
し
て
き
た
「
印
年
ぶ

む
●
●
■
の
●

り
の
客
船
」
を
こ
の
手
で
浮
か

●
■

し
た
と
い
う
確
か
な
手
応
え

を
、
万
感
溢
れ
る
思
い
で
噛
み

し
め
ま
し
た
。

魅
力
あ
る
船
体
造
り

そ
れ
が
造
船
屋
の
使
命
だ

森
船
の
数
有
る
チ
ャ
ー
ム
ポ

イ
ン
ト
の
一
つ
に
、
誰
し
も
が

一
目
見
て
、
乗
っ
て
み
た
く
な

。
。
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②
①
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造船工作部

次長

田中正二郎

Z

呂

昌

三

二

二

己

ﾆ

ﾆ

ﾆ

ろ
華
恥
な
外
観
が
あ
る
。
我
々
岬

造
船
屋
の
第
一
の
使
命
は
、
そ
科

の
魅
力
あ
る
船
体
造
り
に
尽
き
州

ブ
〔
）
Ｏ

今
年
１
月
６
日
の
マ
ー
キ
ン
Ｊ

グ
開
始
以
来
、
こ
の
点
に
全
力
州

を
傾
注
し
て
き
た
。
川
来
栄
え
恥叩

は
ご
覧
の
と
お
り
で
、
各
方
面
評

か
ら
絶
識
を
伸
し
て
い
る
。
こ
州

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
更
に
発
展
さ
岬Ⅲ

せ
、
客
船
建
造
ヤ
ー
ド
と
し
て
Ｊ

の
長
船
の
地
位
を
不
動
の
も
の
叩

と
し
、
造
船
事
業
を
魅
力
あ
る
恥

も
の
に
し
た
い
も
の
だ
。

9月30日早朝,第一ドックで進水を待つ｢クリスタルハーモニー」
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